
RAIN RFID で製造の効率性を向上

極小部品の自動トラッキングにより、製造工程を大幅に改革

グローバル企業向けに製品の企画、開発、製造をサポートしています。 同社の
ビジネスモデルでは、製造工程の中で大量の物品や資産（仕掛品、カート、完
成品、工程冶具など）を管理する必要があります。 Impinj の RAIN RFID を活
用することで、工場内の各工程で手作業で物を探したり、スキャンしたりする
手間をなくし、移動する部品などをひとつひとつ自動でトラッキングできるよ
うになりました。

■製造の効率を向上し、生産を最適化

在庫および資産をリア
ルタイムでモニタリン
グすることにより、常
に正確な在庫レベルを
維持し、生産ラインの
効率を評価できるよう
になりました。 これに
より生産効率が向上し、
必要に応じた適切な部
品の供給が可能になり
ました。また、多品種
少量生産品の先入れ先
出し管理の効率化も達
成しました。

配送や荷受け、物品の
転送などの作業を削減
することで効率が向上
し、生産ラインを含み
大幅に時間が削減され
ました。生産ラインに
おける全ての手動ス
キャンを置き換えるこ
とで、製品（完成品と
仕掛品の両方）の探索
にかかる時間を 97% 削
減しました。

工場において RAIN 
RFID システムを本格
的に導入した後、現場
での運営に改善が見ら
れました。可視性が向
上したことで、エンジ
ニアが製造現場の動き
をより把握できるよう
になり、1 つのコン
ポーネントの予測を立
てるため必要なデータ
を入手できるようにな
りました。また、多品
種少量生品が倉庫を占
める割合を 30% 削減
し、出荷精度 100% を
達成しました。

リアルタイムでの在庫モ
ニタリングにより部品ス
トックの効率化を実現

生産工程全体における
手動スキャンとトラッ
キングの手間を削減

配送と運営の合理化
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製品の製造開始から完成までには、各工
程で細心の注意が求められます。手動で
のトラッキングでは効率が悪く、データ
収集で遅延が発生していることに気付い
た同社は、Impinj プラットフォームを
ベースとしたトラッキングシステムを導
入し、製品開発全体を通して製品のモニ
タリングを自動化しました。
Impinj Monza R6-Pチップ入りのタグが
各アイテムに取り付けられています。
Impinjゲートウェイとリーダーの組み合
わせにより、生産工程全体で各アイテム
をトラッキングします。

Iot&AI Solution

Automation
オートメーション化

リアルタイムのデータとレポート機能の向上により
生産の合理化を促進


